
　この度の、東日本大震災により、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りいたし
ますとともに、被災された方々に心からお見舞い申し上げます。
　一刻も早い復旧・復興を願うとともに、議会としてできることを町民の皆様とともに、
一体となって取り組んでまいります。

東日本大震災に関するメッセージ東日本大震災に関するメッセージ
がんばろう 日本
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表
紙
写
真

北
条
幼
稚
園
入
園
式
に
て

「
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く

 

友
達
で
き
る
か
な
？
」

   

４
月
５
日
撮
影

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
針

を
、
内
容
を
よ
り
多
く
よ
り

詳
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
と
い
う
姿
勢
か
ら
、
ま

ず
、
手
に
と
っ
て
見
て
い
た

だ
く
、
そ
し
て
、
内
容
が
す

ぐ
わ
か
る
と
い
う
視
点
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

時
に
は
、
ド
キ
ッ
と
す
る

よ
う
な
表
現
が
あ
り
、
賛
否

両
論
あ
り
ま
す
が
、
事
務
的

な
文
書
の
発
想
か
ら
の
脱
却

が
第
一
で
し
た
。

　

今
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
の

編
集
姿
勢
に
対
し
て
、
町
民

の
皆
様
が
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
か
が
、
最
大
の
関
心

事
で
す
。

　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い

と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

 

青
亀　

恵
一

編

後
集

記

発
行
責
任
者

議　

長　

池
田　

捷
昭

編　
　
　

集

委
員
長　

長
谷
川
昭
二

副
委
員
長　

石
丸　

美
嗣

委　

員　

青
亀　

恵
一

委　

員　

津
川　

俊
仁

委　

員　

井
上
信
一
郎

委　

員　

奥
田　

伸
行 北栄町議会HP

由良川下流からの眺め（瀬戸方面）平成23年4月

北栄町
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まちかどままままままままま
アポなし

　

本
町
で
は
、
い
ざ
と
い
う
災
害
に
備
え
て
、
北
条
ふ

れ
あ
い
会
館
、
大
栄
改
善
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
品
を
確
保

し
て
お
り
、
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
に
提
供
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
職
員
も
派
遣
し
て
い
ま
す
。

北
栄
町
か
ら

　
　
　

被
災
地
へ
の
支
援

被災地への提供状況被災地への提供状況
支援した主なもの 数量

保存食（乾パン・米がゆ） 2840食

保存水 3200Ｌ

緊急医療セット 60人分

組み立て式簡易トイレ ６セット

毛布 500枚

義援金 1,545千円

議会も義援金を送りました議会も義援金を送りました
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問町
政 8

23年度23年度
予　算予　算 条件付き可決可決



　
　
　

一
般
会
計
か
ら
借
り
入

れ
し
な
け
れ
ば
、
な
ら

な
い
経
緯
は
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
館
開
館
の
た

め
の
借
入
金
を
、
13
万

人
の
入
場
収
入
で
返
済
す
る
計

画
で
進
め
た
が
、
入
場
者
が
半

分
以
下
で
返
済
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
。

　
　
　

明
確
な
返
済
計
画
の
も

と
に
貸
し
出
す
の
が
原

則
だ
が
。

　
　
　

返
済
計
画
に
あ
る
７
０

０
万
円
の
償
還
金
は
、

毎
年
度
の
会
計
で
確
認
で
き
る
。

　
　
　

開
館
の
目
的
と
効
果
は
。

　
　
　

コ
ナ
ン
を
使
っ
て
の
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
取
り

問答問答問答

組
ん
だ
。
多
く
の
人
が
来
て
い

た
だ
け
る
と
期
待
し
た
。
会
計

は
苦
し
い
。
周
辺
に
あ
る
程
度

の
経
済
効
果
は
あ
っ
た
。

　
　
　

過
去
の
問
題
点
を
洗
い

出
し
、
そ
の
解
決
が
必

要
で
は
。

　
　
　

コ
ナ
ン
は
著
作
権
も
あ

り
、
思
う
よ
う
に
使
え

な
か
っ
た
。
町
民
の
動
き
も
停

滞
し
て
い
る
。
小
学
館
に
使
い

や
す
い
よ
う
お
願
い
し
、
町
民

を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
を
進

め
る
。

　
　
　

再
度
、
１
億
円
の
町
民

債
の
発
行
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　

県
の
許
可
が
必
要
で
、

許
可
さ
れ
な
い
。
縁
故

問答問答

債
の
可
能
性
を
調
査
す
る
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
を
、
館

の
施
設
整
備
に
利
活
用

で
き
る
よ
う
す
べ
き
。

　
　
　

コ
ナ
ン
を
前
面
に
出
し

た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
全
国
発
信
で
き
る
よ
う
、
小

学
館
に
お
願
い
す
る
。

　
　
　

小
学
館
の
著
作
権
料

は
、安
く
な
ら
な
い
か
。

　
　
　

入
館
料
の
10
％
だ
が
、

引
き
下
げ
の
交
渉
を
し

た
い
。

　
　
　

今
後
の
集
客
見
通
し
は
。

　
　
　

厳
し
い
が
、
努
力
し
て

い
く
し
か
な
い
。
ほ
か

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
な
が
ら

広
域
観
光
の
中
で
増
や
し
た
い
。

問答問答問答

自主財源
　
27％

依
存
財源　73％

町税 17％

諸収入 5
％

繰入金 3％
その他 2％

国庫支出金
8％

県支出金
7％

町債
6％

交
付
金
 3％

地方交付税・譲与税
49％

73億1,200万円億1 200万
歳 入
一般会計

衛生費
8％

教育費
8％

農
林
水
産
費
 5％

消
防
費
 3
％

議
会
費
 2
％

商
工
費
 1
％

民生費
29％

総務費
18％

公債費（借金返済）
15％

土木費
11％

73億1,200万円億1 200万
歳 出
一般会計
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今年も

　

平
成
23
年
３
月
議
会
が
、
10
日
か
ら
22
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
の
事
業
と
予
算
を
決
定
す
る
重
要
な
審
議
が

さ
れ
ま
し
た
。

 　

今
回
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
の
運
営

に
関
わ
る
予
算
で
し
た
。
開
館
の
た
め
の
資
金
の
調
達
に
行
わ
れ
た
町
民

債
の
償
還
が
、
収
入
不
足
に
よ
っ
て
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
一
般
会
計

か
ら
１
億
３
百
万
円
の
支
出
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
交
錯
し
ま
し
た
。

　

附
帯
決
議
を
付
け
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
運
営
が
注
目
さ
れ

ま
す
。

（
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
）

平成23年度予算

　自主財源は、ここ数年30%前後を推移しています。昨年度は、25%と大きく落ち込みま
したが、少し持ち直しています。多くの自治体が抱えている依存財源だのみの予算組みです。

○
ふ
る
さ
と
館
会
計
の
収
支
計
画
を
見
直
す
こ
と

○
一
般
会
計
か
ら
の
借
金
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
こ
と

○
一
般
会
計
へ
の
返
済
は
、
確
実
に
実
行
す
る
こ
と

○ 

ふ
る
さ
と
館
の
開
館
目
的
を
再
確
認
し
、
そ
の
実
現
に
最

大
限
の
努
力
を
す
る
こ
と

 

※
ふ
る
さ
と
館
の
会
計
は
、
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
。

　一般会計の支出の分類から、民生費が大きく増えています。福祉・医療費の増大がその大
きな要因です。農林水産業費が、目に見えて減っています。商工費も増えていません。

平成18年度

71億1,000万円 70億700万円
75億6,000万円

70億9,200万円
74億9,200万円 73億1,200万円

商工費

農林水産費
15％

教育費 9％

衛生費 9％

土木費 11％

公債費 15％

総務費 12％

民生費 21％

4％
9％

5％

14％

10％

11％

16％

16％

22％

5％
8％

8％

11％

15％

18％

29％

農林水産費 9％

教育費 15％

衛生費 10％

土木費 9％

公債費 14％

総務費 20％

民生費 21％

農林水産費 4％

教育費 13％

衛生費 9％

土木費 9％

公債費 16％

総務費 16％

民生費 26％

9％

12％

11％

16％

15％

22％

3％

3％
3％

3％3％議会費
消防費

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

一般会計の支出の推移

だいじょうぶか
青山剛昌ふるさと館

附帯決議

自主財源は ここ数年30%前後を推移

町の活気が解決への
道

般会計の支出の分類から 民生費が大きく増えてい
北栄町は何を糧

かて

に生きていく？

で



　３月22日の議会最終日、町長から提案された34議案が討論・採決されました。このペー
ジでは、可決された平成23年度予算に盛り込まれた新たな注目事業を取り上げました。  

賛
否
あ
り

！！
３月

明るい未来へ

新年度注目事業はこれだ
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   音田哲夫氏（下神）より地域社会の発展に寄与する有用な人材を育成するため、
１千万円が寄付されました。これを基金として対象者に給付します。
　○対 象 者　中学校３年生
　○給 付 額　10万円（１人あたり）
　○給付条件　 向上心旺盛で成績優秀ながら、

通学が困難と思われる生徒。

音 田 高 校 進 学 給 付 金  60万円

ポリオ・BCG・三種混合などの定期予防接種助
成のほか、今年度新たに75歳以上を対象
に肺炎球菌ワクチン予防接種を１人
あたり3,000円助成します。

コナンのイラスト入りナンバープ
レートを500枚制作します。

1枚の交付手数料は
500円です。

感染症予防 4,600万円
原付ナンバープレート 18万円

２つの生産組合へ、５条・６条
コンバインを各１台
導入します。

地域農業バックアップ 1,000万円

情報化推進 3,600万円
中学校部活動での大会派遣費（上限）を
１泊7,000円から10,900円へ
引き上げます。状況により
前泊も認められます。

生徒派遣費補助 100万円

特に配慮する必要のある児童生徒に対し、学習の支
援を行う補佐員を各小中学校へ、教科学習に困
り感を持つ生徒に対し学習の支援を行う
補佐員を北条中学校へ配置します。

北条地区伝送路（ケーブルテレビ）の
工事終了に伴い、今年から大栄地
区でも光ケーブルの敷設に向
けて準備を進めます。

学力向上対策 100万円

　

①
一
般
会
計

　

②
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

③
介
護
保
険
特
別
会
計

　

④
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

　

そ
の
他
の
予
算
・
条
例
30
議
案
は

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 阪　

本

石　

丸

宮　

本

前 

田
正

浜　

本

津　

川

山　

下

清　

水

青　

亀

井　

上

前 

田
栄

飯　

田

奥　

田

長
谷
川

①
地
域
格
差
が
解
消
し
て

い
る
下
で
の
同
和
対
策
の

継
続
、
検
診
費
自
己
負
担

の
見
直
し
で
受
診
率
を
向

上
す
べ
き
だ
。

②
負
担
能
力
を
超
え
た
被

保
険
者
の
軽
減
策
が
不
十

分
。

③
利
用
料
、
保
険
料
の
独

自
軽
減
策
が
な
い
。

④
高
齢
者
を
差
別
し
、
際

限
の
な
い
負
担
増
と
な
る

制
度
の
廃
止
を
求
め
る
。

賛
成
議
員

反
対
議
員

反
対
討
論

可
決
可
決
可
決

平
成
23
年
度
予
算
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音
田
氏
の
意
思
を

尊
重
す
る
た
め

に
、
こ
の
給
付
の
選
考
基
準

は
。

　
　

審
査
会
を
作
っ
て
選

考
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

町
外
に

通
う
中

学
生
に
も
対
象
を
広
げ
て
は
。

　
　

音
田
氏
の
意
向
を
確

認
し
、
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

原
資
は
音
田
氏
か

ら
の
１
千
万
円
の

寄
付
だ
が
、
長
期
間
継
続
す

る
た
め
の
施
策
は
。

　
　

町
が
追
加
す
る
こ
と

も
含
め
て
検
討
す
る
。

津
川

答奥
田

津
川

答青
亀

答

給
与
カ
ッ
ト
は
？

　
　
　
　

特
別
職
、
議
員
の

報
酬
カ
ッ
ト
は
提

案
さ
れ
て
い
る
が
、
職
員
給

与
の
減
額
は
し
な
い
の
か
。

　
　

人
事
院
勧
告
に
よ
り

職
員
給
料
も
下
が
っ

て
い
る
の
で
、
カ
ッ
ト
は
考

え
て
い
な
い
。

前
田
栄

答

環
境
に
優
し
い

 

電
気
自
動
車
購
入

 

４
１
１
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
に

土
日
貸

し
出
す
予
定
だ
が
、
保
険
適

応
は
。

　
　

保
険
料
は
、
ガ
ソ
リ

ン
車
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
。
車
両
保
険
に
も
加

入
予
定
。

　

町
民
が
利
用
し
た
場
合
の

保
険
適
用
に
つ
い
て
研
究
す

る
。

前
田
栄

井
上

答

人
権
の
取
り
組
み

　
　
　
　

小
地
域
懇
談
会
の

充
実
を
。

　
　

各
自
治
会
の
推
進
員

と
と
も
に
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

生
活
相
談
員
の
相

談
内
容
は
。

　
　

同
和
対
策
に
関
す
る

事
業
の
関
係
機
関
と

協
議
調
整
を
す
る
役
割
が
あ

る
。

　
　
　
　

文
化
会
館
の
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
の
購
入

目
的
は
。

　
　

解
放
文
化
祭
で
使
用
。

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
ス

ク
リ
ー
ン
も
あ
わ
せ
て
購
入
。

山
下

答答石
丸

答宮
本

答

学
校
給
食
の
味
噌

 

補
助
金
カ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

給
食
用

味
噌
へ

の
補
助
金
カ
ッ
ト
を
し
た
理

由
は
。

　
　

他
の
食
材
に
は
補
助

金
が
な
い
。
味
噌
だ

け
に
出
す
合
理
的
理
由
は
な

い
。
学
校
給
食
会
で
今
ま
で

ど
お
り
使
用
す
る
。

浜
本
前
田
正

答

コ
ナ
ン
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
　

手
数
料
条
例
改
正

の
目
的
は
。

　
　

コ
ナ
ン
の
図
柄
の

入
っ
た
原
動
機
付
自

転
車
の
標
識
を
導
入
す
る
た

め
の
条
例
改
正
。
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
で
ま
ち
づ

く
り
が
目
的
。

津
川

答町
長
が
会
長
？

　
　
　
　

職
員
互
助
会
の
会

長
は
町
長
だ
が
適

正
か
。

　
　

理
事
会
の
中
で
協
議

し
た
い
。

前
田
栄

答答

職
員
の
資
質
向
上

　
　
　
　

ア
イ
ジ
ャ
ン
プ
利

用
料
と
は
。

　
　

ネ
ッ
ト
配
信
で
毎
日

官
庁
速
報
を
受
け
る

た
め
の
料
金
。

　
　
　
　

職
員
研
修
の
成
果

は
。

　
　

研
修
所
の
評
価
と
本

人
の
報
告
書
が
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
職
場
で
生
か

し
て
い
る
。

井
上

答飯
田

答

情
報
通
信

　
　
　
　

地
区
遠
隔
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
委
託

料
と
は
。

　
　

北
条
伝
送
路
の
改
修
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
へ
の

施
設
変
更
費
。

　
　
　
　

通
信
運
搬
費
の

３
０
０
万
円
増
加

の
要
因
は
。

　
　

納
付
書
の
個
別
発
送

件
数
が
増
え
た
た
め
。

石
丸

答前
田
栄

答

職
員
掃
除
せ
よ
！

庁
舎
清
掃
委
託
料

１
５
５
万
円

　
　
　
　

清
掃
は
職
員
で
や

る
べ
き
。

　
　

年
３
回
の
ワ
ッ
ク
ス

か
け
な
ど
の
委
託
費

用
で
あ
り
、
日
々
の
清
掃
は

職
員
が
行
っ
て
い
る
。

飯
田

答 防
災
へ
の

 

取
り
組
み

　
　
　
　

防
災
メ
ー
ル
を
発

信
し
て
い
る
か
。

　
　

発
信
し
て
い
る
が
、

登
録
者
に
届
い
て
い

る
か
確
認
す
る
。

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
の

受
け
入
れ
は
。

　
　

町
営
住
宅
は
一
杯
だ

が
、
受
け
入
れ
に
向

け
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

自
主
防
災
組
織
育

成
交
付
金
の
目
的

は
。

　
　

早
く
立
ち
上
げ
て
欲

し
い
と
の
想
い
で
の

予
算
化
。

宮
本

答津
川

答井
上

答答

パ
ソ
コ
ン
が
高
い

　
　
　
　

教
育
用
パ
ソ
コ
ン

の
リ
ー
ス
料
が
高

す
ぎ
る
の
で
は
。

　
　

周
辺
機
器
や
ソ
フ
ト

を
含
め
て
の
金
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
買
い
取
り

と
の
比
較
検
討
を
し
た
い
。

石
丸

答

よ
り
使
い
や
す
く

　
　
　
　

恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
制
度
に

 

音
田
高
校
進
学
給
付
金
60
万
円

 ３月17日、平成23年度予算・条例について質疑が行われました。一般会計から大栄歴史
文化学習館特別会計への繰り出し金（３ページ）の他に、町民目線の行政運営に向けて活発
な議論が行われました。

月 平成 年度予算 条例に 質疑が行われました 般会計から大栄歴

質質 疑疑 ああ れれここれれ

議
員
共
済
費
増
額

　
　
　
　

昨
年
度
よ
り
２
８

０
０
万
円
増
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

　
　

地
方
議
員
年
金
廃
止

に
伴
い
、
議
員
の
退

職
年
金
、
一
時
金
、
遺
族
年

金
を
町
が
負
担
す
る
も
の
。

浜
本

答



ここを う問町
政

答「
制
度
の
有
効
活
用
を
」

先
生
の
子
育
て
支
援

地
域・学
校
がが
子
育
て

子
育
て

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

石
丸
美
嗣
議
員

石
丸
美
嗣
議
員

３月定例会では８人の議員が17問の一般質問を行いました。

青
亀
恵
一
議
員
・
浜
本
武
代
議
員

青
亀
恵
一
議
員
・
浜
本
武
代
議
員

青亀　恵一

　
　
　
　
　
　

学
校
が
教

科
指
導
に

専
念
で
き
る
よ
う
に
、
家

庭
と
地
域
で
生
活
習
慣
や

礼
儀
・
も
の
の
考
え
方
・

人
と
つ
な
が
る
力
な
ど
を

し
っ
か
り
と
教
え
、
学
校

と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
そ
し
て

先
生
が
延
長
保
育
の
午
後

７
時
ま
で
に
帰
宅
で
き
、

自
ら
の
子
育
て
も
で
き
る

よ
う
な
方
策
は
。

浜
本

　
　
　
　
　
　

小
・
中
学
校

の
先
生
に

は
、
教
科
指
導
・
子
ど
も
と

の
ふ
れ
あ
い
・
保
護
者
と
の

連
携
な
ど
、
よ
く
頑
張
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
事
務
効

率
を
進
め
る
た
め
パ
ソ
コ
ン

を
提
供
し
、「
特
別
支
援
教

育
補
佐
員
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

活
動
支
援
員
」「
学
校
司
書

補
佐
員
」
な
ど
を
配
置
。
先

生
が
、
本
来
の
児
童
生
徒
の

指
導
に
専
念
で
き
る
条
件
整

備
に
努
め
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

教
育
委
員

会
の
会
議

記
録
を
見
る
限
り
、
本
来

め
ざ
す
べ
き
学
校
教
育
や

社
会
教
育
の
向
上
推
進
に

関
す
る
協
議
が
熱
心
に
行

わ
れ
、
そ
の
教
育
効
果
が

北
栄
町
全
体
に
徐
々
に
浸

透
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
不
安
で
あ
る
。
学
力
向

上
、
い
じ
め
問
題
、
不
登

校
な
ど
の
問
題
を
議
論
し

た
形
跡
が
な
い
。

　

教
育
委
員
会
の
役
割
と

責
務
を
果
た
し
て
い
る
か
。

青
亀

　
　
　
　
　
　
　

人
的
、
物

的
な
教
育

環
境
を
整
え
、
教
育
行
政
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

私
の
責
務
。学
校
教
育
で
は
、

少
人
数
学
級
に
よ
る
き
め
細

や
か
な
指
導
や
、
保
幼
小
中

及
び
高
校
の
連
携
の
取
り
組

み
な
ど
学
力
向
上
を
図
っ
て

い
る
。
社
会
教
育
で
は
子
育

て
講
座
、
家
庭
教
育
12
カ
条

の
取
り
組
み
な
ど
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　

教
育
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
を

め
ざ
し
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

今
後
に
も
期
待
し
て
い
る
。

教
育
委
員
長

町
長

浜本　武代

　
　
　
　
　
※「
ス
ク
ー

ル
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
に
よ
っ
て
設

備
面
の
整
備
が
進
展
し
、

学
校
現
場
に
は
電
子
黒
板

の
整
備
も
行
わ
れ
た
。
教

育
現
場
で
の
※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
は
様
々
な
利
点
が

あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

る
。
児
童
生
徒
の
興
味
も

増
し
、
学
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
調
査
の
結
果
も

公
表
さ
れ
て
い
る
。
今
後

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
検
討
し

て
い
る
か
。

石
丸

　
　
　
　
　
　
　

電
子
黒
板

や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
っ
た
提
示
の
方

法
や
活
用
事
例
を
学
び
、
見

せ
る
だ
け
で
な
く
児
童
の
考

え
を
書
き
込
む
な
ど
指
導
方

法
の
工
夫
に
も
つ
な
が
っ

た
。
こ
れ
ら
の
機
器
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
た

ち
は
、集
中
し
て
学
習
で
き
、

挙
手
や
発
言
が
活
発
に
な
っ

た
。
課
題
を
明
確
に
つ
か
む

こ
と
が
で
き
た
と
学
校
か
ら

聞
い
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、

学
校
の
教
科
指
導
に
お
い
て

各
教
科
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
活
用
を
進
め
て
い
く
。

教
育
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

教
職
員
に

教
職
員
に

は
、
仕
事

は
、
仕
事

と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
る
支

と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
る
支

援
制
度
と
し
て
、「
育
児
休

援
制
度
と
し
て
、「
育
児
休

業
制
度
」「
育
児
短
時
間
勤

業
制
度
」「
育
児
短
時
間
勤

務
制
度
」「
子
の
看
護
の
た

務
制
度
」「
子
の
看
護
の
た

め
の
休
暇
制
度
」
な
ど
が
あ

め
の
休
暇
制
度
」
な
ど
が
あ

る
。
る
。

　　

2121
年
度
は
、
二
人
の
教
職

年
度
は
、
二
人
の
教
職

員
が
こ
の
制
度
を
活
用
し

員
が
こ
の
制
度
を
活
用
し

た
。
保
護
者
を
対
象
と
し
て

た
。
保
護
者
を
対
象
と
し
て

「
子
育
て
学
習
講
座
」
な
ど

「
子
育
て
学
習
講
座
」
な
ど

で
、
学
習
機
会
を
提
供
す
る

で
、
学
習
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
家
庭
の
役
割
の

と
と
も
に
、
家
庭
の
役
割
の

意
識
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。

意
識
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
長

「
ス
ク
ー
ル

 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」

　

経
済
対
策
の
一
環
と
し

て
２
０
０
９
年
に
国
が
発

表
し
た
構
想
。
学
校
現
場

に
大
規
模
な
資
金
を
投
入

し
、
教
育
の
情
報
化
を
推

進
す
る
事
業
。

 

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」

 

（
情
報
通
信
技
術
）

　

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
に
よ

る
天
気
図
の
解
説
に
使
用

さ
れ
て
い
る
情
報
発
信
の

手
法
。

石丸　美嗣

効
果
は
大
き
い

悲
し
い
で
す

電子黒板を活用した授業

先

委
員

会
議

本
来

教
育
や

推
進
に

心
に
行

人
的
、
物

的
な
教
育

教
育
委
員
長

先
が
不
安
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教育の情報化教育の情報化

答「技術向上を図る」

教育委員会の仕事

答「広く意見交換し決定」
重要課題重要課題をを審議審議しているかしているか

！！

教育・人権



解放文化祭作品展

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

全
国
的

に
土
地

差
別
事
件
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
は
憂
慮
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
本
町

で
の
発
生
事
例
を
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
生
か

さ
れ
た
の
か
。

　

ま
た
、
人
権
侵
害
救

済
法
に
つ
い
て
の
考
え

は
。 津

川

津
川
俊
仁
議
員

津
川
俊
仁
議
員

石
丸
美
嗣
議
員

石
丸
美
嗣
議
員

補
助
金
の
使
途

補
助
金
の
使
途

　
　
　
　
　
　

部
落
解
放

同
盟
北
栄

町
協
議
会
か
ら
、
平
成
21

年
の
解
放
文
化
祭
に
10
万

円
の
補
助
金
が
支
払
わ
れ

て
い
る
。
貴
重
な
税
金
か

ら
補
助
さ
れ
る
金
銭
の
使

い
み
ち
が
不
透
明
で
、
内

部
監
査
も
ず
さ
ん
。
管
轄

の
職
員
も
適
正
な
指
導
を

し
て
い
な
い
と
聞
く
が
、

そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る

石
丸

の
か
。
使
い
み
ち
に
問
題

が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

事
務
処
理
上

で
い
く
つ
か

の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
領
収

書
へ
の
購
入
明
細
の
添
付
、

領
収
書
を
紛
失
し
た
場
合
は

必
ず
再
発
行
、
宛
先
を
統
一

す
る
な
ど
、
解
放
文
化
祭
の

材
料
と
文
化
セ
ン
タ
ー
や
団

体
の
所
有
物
を
混
同
し
な
い

よ
う
指
導
し
た
。

町
長

　
　
　
　
　
　

大
野
児
童

館
と
北
条

文
化
会
館
を
一
本
化
し
、

関
係
す
る
自
治
会
に
無
償

譲
渡
し
て
は
ど
う
か
。

石
丸

　
　
　
　
　
　

児
童
館
に
必

要
な
遊
戯

室
、
図
書
室
が
北
条
文
化
会

館
に
は
な
く
、
改
修
が
必
要

と
な
り
、
新
た
な
費
用
負
担

が
発
生
す
る
の
で
考
え
て
い

な
い
。
し
か
し
、
一
本
化
す

る
こ
と
で
効
率
的
な
運
用
が

可
能
な
部
分
も
あ
り
、
空
き

施
設
の
有
効
活
用
、
自
治
会

へ
の
譲
渡
な
ど
検
討
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
　

差
別
問
い

合
わ
せ
は
、

重
大
な
差
別
の
ば
ら
ま
き
で

あ
り
、
差
別
を
助
長
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
事
案
を
懇

談
資
料
と
し
て
活
用
し
、
町

民
へ
の
人
権
・
同
和
教
育
を

強
く
推
進
す
る
。

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
実
効
性

あ
る
人
権
侵
害
救
済
法
の
早

期
制
定
を
は
か
る
必
要
が
あ

る
。 教

育
委
員
長

　
　
　
　
　
　

土
地
差
別
事

件
は
、
自
分

と
深
く
関
係
の
あ
る
こ
と
で

差
別
意
識
が
表
面
化
し
た
も

の
。
人
権
・
同
和
教
育
の
資

料
と
し
て
活
用
し
、
人
権
意

識
の
高
揚
と
差
別
解
消
へ
の

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
進
め

た
い
。

　

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確

立
要
求
鳥
取
県
実
行
委
員
会

と
連
携
し
、
基
本
的
人
権
の

確
立
に
向
け
て
国
に
要
請
し

た
い
。

町
長

答「
指
導
内
容
多
々
あ
る
」

石丸　美嗣

津川　俊仁

原
因
者

原
因
者
がが
責
任
責
任
をを

急　

げ　

！

い
つ
ま
で
待
て
ば

大野児童館
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土地差別事件・人権侵害救済法

答「啓発を積極的に」
答「早期の法制定必要」

文化会館・児童館…

答「関係者と話し合って」
一本化一本化でで効率効率よくよく

どうするどうする今後今後

北条文化会館

小地域懇談会の様子

教育・人権 教育・人権

！



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

こ
れ
で

こ
れ
で
い
い
の
か

飯
田
正
征
議
員
・
阪
本
和
俊
議
員

飯
田
正
征
議
員
・
阪
本
和
俊
議
員

青
亀
恵
一
議
員

青
亀
恵
一
議
員

答「取り組みに大賛成」

行
財
政
の
執
行

子ども農山漁村交流プロジェクト

　
　
　
　
　
　

青
山
剛
昌

ふ
る
さ
と

館
、
環
境
政
策
、
教
育
行

政
な
ど
町
財
政
全
般
を
考

え
る
時
、
町
民
の
格
差
を

更
に
進
行
す
る
不
安
を
抱

く
の
は
私
一
人
で
は
な
い

と
考
え
る
。

　

町
長
の
行
財
政
執
行
の

や
り
方
で
、
町
民
の
本
当

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
か
。

阪
本

　
　
　
　
　
　

庁
舎
間
移
動

が
無
く
な
る

こ
と
で
、
町
民
及
び
職
員
の

負
担
が
解
消
さ
れ
る
。
利
用

者
が
増
え
、
交
流
拠
点
と
し

て
の
活
用
や
、
情
報
及
び
人

的
交
流
の
促
進
な
ど
、
町
民

活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

る
。　

　

情
報
収
集
の
一
元
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な

緊
急
時
の
救
助
・
支
援
対
策

な
ど
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

町
民
へ
の
説
明
会
及
び
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
、

必
要
と
な
る
手
続
き
を
進
め

て
い
く
こ
と
や
、
多
大
な
整

備
費
用
の
財
源
の
確
保
な
ど

が
必
要
。
大
き
な
方
向
転
換

で
あ
り
、
町
民
へ
の
説
明
と

理
解
が
必
要
。

町
長

　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
館

は
、
開
館
４

周
年
を
迎
え
、
入
館
者
累
計

は
約
26
万
７
千
人
。

　

青
山
剛
昌
氏
は
、
国
際
的

な
漫
画
家
で
あ
り
、
世
界
で

唯
一
の
記
念
館
。
内
容
を
充

実
し
、
愛
さ
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
努
め
る
。

　

環
境
政
策
は
、
す
べ
て
町

民
生
活
に
直
結
し
、「
人
と

自
然
が
共
生
し
、
確
か
な
豊

か
さ
を
実
感
す
る
ま
ち
」
を

町
全
体
で
つ
く
り
あ
げ
る
た

町
長

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の

育
成
、
地

域
の
活
性
化
を
目
的
に
、

農
林
水
産
省
は
主
に
子
ど

も
達
を
受
け
入
れ
る
地
域

の
整
備
、
文
部
科
学
省
は

送
り
出
し
の
小
学
生
の
拡

大
、
総
務
省
は
地
方
自
治

体
の
取
り
組
み
を
後
押
し

す
る
。

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て

も
、北
栄
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
か
つ
有
意
義
だ
と
考

え
る
が
。

飯
田

　
　
　
　
　
　

こ
の
取
り
組

み
に
は
、
大

賛
成
。
町
の
魅
力
発
信
や
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

受
入
先
の
集
落
や
関
係
者

の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
大

変
重
要
で
あ
る
。

　

自
治
会
長
会
な
ど
で
情
報

提
供
し
、
事
業
の
実
現
に
向

け
、
積
極
的
に
対
応
し
て
い

く
。

　
　
　
　
　
　
　

学
校
教
育

や
社
会
教

育
に
お
い
て
、
体
験
交
流
の

派
遣
が
で
き
る
か
、
学
校
現

場
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
検
討
し

た
い
。

　

ま
た
、
体
験
訪
問
受
け
入

れ
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検

討
し
た
い
。

町
長

教
育
委
員
長

飯田　正征

阪本　和俊

め
の
指
針
で
あ
り
、
目
標
で

あ
る
。

　

教
育
は
、
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
の
要
で
あ
る
。

「
北
栄
町
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
五
つ
の
基
本
目

標
の
達
成
に
向
け
、
努
力
す

る
。

青亀　恵一

答「
目
標
達
成
に
努
力
」

活性化活性化ののたためめ推進推進をを

　
　
　
　
　
　

北
条
地
区

は
総
合
窓

口
の
み
設
置
し
、
大
栄
庁

舎
の
施
設
整
備
を
含
め
た

移
転
費
用
は
、
概
算
で

４
億
円
。
多
大
の
行
政
効

果
が
得
ら
れ
る
か
。

　

役
場
で
の
業
務
協
議
の

あ
り
方
や
、
住
民
へ
の
明

確
な
情
報
提
供
な
ど
が
し

っ
か
り
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。　

　

庁
舎
統
合
の
意
義
と
行

政
効
果
、
統
合
す
る
た
め

の
諸
条
件
は
何
。

青
亀

火おこし体験

不
安
だ
ら
け

費
用
対
効
果
？

や
ら
に
ゃ
い
け
ん

北 条 庁 舎 大 栄 庁 舎

議会だより北栄 21号
2011/4月発行 12議会だより北栄 21号

2011/4月発行13

庁舎統合

答「町民活動の活性化を期待」
理由がが見当見当たらぬたらぬ

行財政 教育・行財政

！！

庁
合
理
的



国
民
健
康
保
険

全
世
帯
配
布
の
火
災
警
報
器

長谷川昭二

石丸　美嗣
青亀　恵一

窓
口
負
担

窓
口
負
担
をを
減
ら
せ

減
ら
せ

設
置
設
置
をを
確
認
確
認
し
た
か

し
た
か

答「
状
況
を
調
査
す
る
」

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

①
町
の
除
雪

 

体
制
も
限
界

が
あ
る
。
町
委
託
路
線
以
外

の
生
活
道
路
は
、
地
域
自
ら

が
除
雪
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
除
雪
機
導
入
な
ど
の
助

成
金
を
交
付
す
る
制
度
の
創

設
を
検
討
す
る
。

②
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
を
中
心

に
、
積
雪
対
策
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。

　

今
後
、
生
産
現
場
の
実
態

を
踏
ま
え
た
低
コ
ス
ト
で
簡

便
な
対
策
な
ど
、
事
前
防
止

策
と
し
て
有
効
な
方
法
を
研

究
す
る
。

町
長

青
亀
恵
一
・
長
谷
川
昭
二
議
員

青
亀
恵
一
・
長
谷
川
昭
二
議
員

石
丸
美
嗣
議
員

石
丸
美
嗣
議
員

　
　
　
　
　
　

経
済
的
な

理
由
か
ら

受
診
が
遅
れ
死
亡
し
た
と

み
ら
れ
る
事
例
が
増
え
て

い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
窓
口
負

担
の
減
免
に
つ
い
て
の
新

基
準
で
は
、
自
治
体
が
減

免
し
た
場
合
、
国
が
そ
の

２
分
の
１
を
負
担
す
る
。

　

町
税
の
減
免
規
定
に
な

ら
っ
て
、
本
町
で
も
実
施

す
る
か
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　

①
正
月
の

大
雪
に
よ

り
、
町
道
な
ど
の
生
活
道

が
閉
ざ
さ
れ
、
通
学
・
通

勤
な
ど
生
活
に
大
き
な
支

障
が
出
た
。
今
後
も
、
同

じ
よ
う
な
雪
害
が
発
生
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　

自
治
会
と
の
協
議
を
踏

ま
え
た
、
除
雪
対
策
の
見

直
し
や
強
化
が
必
要 

。

②
農
業
用
ハ
ウ
ス
で
も
倒

壊
な
ど
の
被
害
が
出
た
。 

過
去
に
も
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
検
証
結
果
を
そ

の
後
の
災
害
防
止
対
策
に

役
立
て
る
こ
と
が
必
要
。

ど
の
よ
う
な
災
害
対
策
を

指
導
・
実
施
し
て
き
た
か
。

青
亀

　
　
　
　
　
　

ど
の
程
度
減

免
す
る
か
な

ど
、
検
討
が
必
要
。
昨
今
の

経
済
状
況
や
生
活
保
護
世
帯

数
の
増
加
な
ど
か
ら
、
一
部

負
担
の
減
免
も
考
え
、
国
基

準
を
よ
く
吟
味
し
、 

制
度
の

創
設
に
つ
い
て
は
、
本
年
４

月
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進

め
る
。

町
長

答「
制
度
の
創
設
を
準
備
」

　
　
　
　
　
　

全
世
帯
に

配
布
し
た

火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

を
確
認
し
た
か
。
配
っ
た

だ
け
で
町
民
の
意
識
は
高

ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
昨

年
の
本
町
の
火
災
発
生
件

数
は
、
中
部
地
区
で
ワ
ー

ス
ト
１
で
あ
っ
た
。
行
政

の
努
力
も
必
要
。

石
丸

　
　
　
　
　
　

住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設

置
が
、
新
築
住
宅
に
は
平
成

18
年
６
月
か
ら
、
ま
た
既
存

住
宅
に
は
今
年
６
月
１
日
か

ら
義
務
化
と
な
る
。

　

全
世
帯
に
配
布
し
た
火
災

警
報
器
を
取
り
付
け
て
い
な

い
世
帯
が
多
く
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

今
後
、
自
治
会
や
自
衛
消

防
団
な
ど
の
協
力
を
得
て
世

帯
訪
問
を
行
い
、
設
置
済
み

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
る
な

ど
、
１
０
０
％
の
設
置
を
め

ざ
す
。

町
長

配
り
っ
ぱ
な
し

町
民
の
立
場
で

受
診
し
や
す
く

大雪によるハウス被害

消防出初め式
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除雪・災害対策

防げ防げ！！豪雪被害豪雪被害
答「支援策を考える」

防災・福祉 防　災

？

！！



長谷川昭二

阪本　和俊

清水　進一

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

阪
本
和
俊
議
員
・
清
水
進
一
議
員

長
谷
川
昭
二
議
員

　
　
　
　
　
　

日
本
農
業

と
地
域
経

済
に
深
刻
な
打
撃
に
な
る

と
し
て
、日
本
各
地
で
※
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
の
国
民
的

運
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

鳥
取
県
で
も
県
民
大
会

が
開
催
さ
れ
、「
断
固
阻

止
の
た
め
に
、
さ
ら
に
国

民
各
層
の
理
解
と
支
持
を

得
な
が
ら
、
大
き
な
運
動

に
展
開
さ
せ
て
い
く
」
と

決
議
さ
れ
た
。

　

町
長
の
決
意
と
、
本
町

の
取
り
組
み
は
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　

本
町
の
基

幹
産
業
は

農
業
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

は
じ
め
、
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

や
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

危
機
意
識
や
対
策
が
遅
れ

て
い
る
。
具
体
的
な
振
興

策
が
見
え
て
来
な
い
。

　

合
併
以
来
５
年
目
に

な
っ
て
も
耳
ざ
わ
り
の
良

い
美
し
い
言
葉
が
宙
を

舞
っ
て
い
る
だ
け
と
し
か

感
じ
な
い
。

　

町
民
に
対
す
る
公
平
性

や
幸
せ
を
、
ど
の
よ
う
に

担
保
す
る
の
か
。

阪
本

　
　
　
　
　
　

本
町
の
農

業
を
支
え

て
い
る
の
は
70
歳
前
後
の

高
齢
者
が
多
い
。
将
来
を

見
据
え
、
活
力
あ
る
農
業

の
町
を
存
続
す
る
た
め
に

は
、
労
働
力
の
確
保
が
必

要
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
農
業

の
町
と
し
て
雇
用
相
談
、

求
人
情
報
の
提
供
な
ど
無

料
紹
介
窓
口
を
開
設
し
、

農
業
雇
用
対
策
を
拡
充
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
が

今
後
の
取
り
組
み
は
。

清
水

　
　
　
　
　
　

農
業
を
は
じ

め
と
す
る
地

域
経
済
に
具
体
的
な
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
な
い
限
り
、
断
固
反

対
の
姿
勢
で
臨
む
。

　

今
後
、
政
府
の
動
き
や
海

外
情
勢
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
情
報
収
集
を
行
い
な
が

ら
Ｊ
Ａ
や
他
の
地
方
自
治
体

と
足
並
み
を
揃
え
、
参
加
交

渉
に
反
対
し
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　

町
が
、
雇
用

者
と
被
雇
用

者
の
間
に
立
ち
、
個
別
の
労

働
契
約
の
締
結
ま
で
仲
介
す

る
こ
と
は
、
法
的
に
困
難
で

非
効
率
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
農
作
業
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
希
望
す
る
方
を
登

録
し
て
、
雇
用
者
が
必
要
に

応
じ
て
照
会
す
る
「
人
材
バ

ン
ク
」
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
か

ど
う
か
、
労
働
力
を
確
保
す

る
に
あ
た
っ
て
、
有
効
か
つ

効
率
的
な
方
法
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

就
任
以
来
、

農
業
振
興
に

特
に
力
を
入
れ
て
き
た
。「
北

栄
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
中
で
も
農
業
振
興
を

町
政
の
大
き
な
柱
に
位
置
づ

け
て
い
る
。

　

新
規
就
農
へ
の
積
極
的
な

支
援
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
生
産

者
へ
の
設
備
投
資
、
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
支
援
、
女

性
加
工
グ
ル
ー
プ
の
支
援
な

ど
、
本
町
の
農
業
振
興
の
た

め
具
体
的
な
施
策
を
実
施
し

て
い
る
。

町
長

地
域
産
業
を
守
れ

基
幹
産
業
だ
で
ー

働
き
手
が
ほ
し
い
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今後の農業

農業振興政策

具体策具体策がが見えない見えない

答「断固反対」「断固反対」

答「農業はまちの柱」

どう対応？どう対応？TPPTPP

農
業
のの
雇
用
対
策

雇
用
対
策

答「
労
働
力
の
確
保
を
検
討
」

農
家
支
援

「環太平洋戦略的経済連携協定」太平洋周辺の広い地域の国が参加して、
関税のない自由貿易圏を作ろうという構想。

農　業 農　業

！！

急げ

ＴＰＰ



平成23年第１回

報告会報告会をを開催開催しますします!!
　皆さんからのご意見や提言をお聞きして、今後の議会活動に活かすため、
議会の出来事を報告します。お誘い合わせのうえ、ご参加ください。

　今年度から年２回６会場で開催し
ます。
　次回は、９月議会後に中北条・由
良・栄地区において開催予定です。

各常任委員会から３月定例議会での所管事項を報告します。

　①23年度の予算について　　②議案の審議内容と結果
　③常任委員会の活動状況　　④その他重要と思われる事項

また、皆さんからの意見・提言をお聞きします。

どんな内容？

北条農村環境改善センター

駅前自治公民館

北栄町社会福祉協議会

日　時
５月６日（金）午後７時～８時30分
場　所

北条農村環境改善センター（北条庁舎北隣）
駅前自治公民館（JR下北条駅西側）
北栄町社会福祉協議会（瀬戸）
◎  議員が５人１組になり３会場で開催しますので、最寄り
の会場にお越しください。

議会だより北栄 21号
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町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

飯田　正征

津
川
俊
仁
議
員
・
飯
田
正
征
議
員

津川　俊仁

　
　
　
　
　
　

①
県
営
住

宅
の
払
い

下
げ
の
対
応
は
。

②
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
、
老
朽
化

住
宅
は
ど
う
す
る
の
か
。

③
空
き
家
バ
ン
ク
、
民
間

ア
パ
ー
ト
の
活
用
と
の
整

合
性
を
図
る
方
針
は
。

津
川

　
　
　
　
　
　

①
県
は
、
入

居
者
へ
の
譲

渡
や
、
町
へ
の
移
譲
を
進
め

て
い
る
。
栄
第
１
団
地
の
譲

渡
は
、
購
入
希
望
価
格
と
合

わ
ず
見
送
る
事
に
し
た
。

　

今
後
は
、
譲
渡
ま
た
は
耐

用
年
数
が
来
る
ま
で
現
状
の

ま
ま
。
他
の
団
地
も
同
様
。

②
来
年
度
に
は
、
町
営
住
宅

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

③
町
で
の
建
設
・
管
理
以
外

に
住
宅
へ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
そ
れ
に
合
っ
た
提
供
や

民
間
活
用
も
検
討
し
た
い
。

町
長

安
心
の
住
み
家
を

高
齢
者
の
立
場
で

公営住宅

払下げ払下げははいついつ
答「現状のまま」

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

路
線
路
線
をを
増
や
せ

増
や
せ

　
　
　
　
　
　

本
町
で
は

乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
を
一
路
線
で
運

行
し
て
い
る
が
、
運
行
し

て
い
な
い
地
域
か
ら
の
要

望
も
あ
る
。

　

１
市
４
町
で
広
域
路
線

バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
町
独
自
で
国
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
取
り
組

む
べ
き
で
は
。

飯
田

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
自

立
や
交
通
弱

者
の
視
点
か
ら
も
、
持
続
可

能
な
交
通
体
系
の
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
新
た
な
交
通
体

系
を
研
究
し
、
調
査
し
て
必

要
で
あ
れ
ば
「
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
」
の
新
路
線
も
検
討

す
る
。

　

国
の
補
助
事
業
は
、
今
年

度
で
終
了
す
る
の
で
、
新
た

な
補
助
制
度
の
動
向
を
見
な

が
ら
取
り
組
む
。

町
長

答「
調
査
の
結
果
を
見
て
」

県営住宅　栄第1団地

乗合タクシー

議会だより北栄 21号
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暮らし

？

！！



❷ 一年を通じて健康で過ごすこと。
❸ 行事が多くて休む暇がない。
❺  ケーブルテレビの議会放映は時間が長いの
で、はじめだけ見る。（ダイジェスト版の
方が良いかという問いにうなずかれた。）

70歳代男性
（東園浜）

80歳代女性（瀬戸）

❶ 興味があることは？
❷ 今年ぜひやってみたいことは？
❸ 今、困っていることは？
❹ 町政に望むことは？
❺ 議会にひとこと！

岡崎香
かおり

さん　冬
とう

椰
や

さん　周
しゅう

さん（曲）
❶ 子どもの成長を見守ること。
　❷ 家族でキャンプ、ディズニーランド、そしてスキーに
　　　行きたい。
　　　❸ 町内に子どもが安全で楽しく遊べる公園がほしい。

竹本邦
くに

弘
ひろ

さん　幸
さち

子
こ

さん

ほのかさん
（中央団地）

小谷秀
ひで

樹
き

さん　映
え

理
り

香
か

さん

寅
とら

太
た

朗
ろう

さん
（中央団地）

60歳代男性

❶  子どものパテシェになりたいとい
う夢を実現させたい。

❷ キャンプなど自然体験をさせたい。
❸  登下校や遊びの中での事故が心配。
　  のびのび遊べる場所を確保してほ
しい。

❺  大栄・北条という区分けを感じ、
町が一体となっていない。

❶ 子どもの成長が一番。
❸  学童保育に預けたかったが、定員
がいっぱいで断られた。預かって
くれるところが欲しい。大栄の図
書館では、ビデオ上映等の企画が
されているが、北条でもしていた
だけると親子で参加できる。

　　　寅太朗さんへのメッセージ
　小学校に入学後、皆と一緒に元気
に過ごして欲しい。

質問

16,000人が暮らし、学び、働く北栄町。
新年度を迎え、町民のみなさんの目標や
町政への想いを、広報委員が町内を走り
まわって突撃インタビューしました。

❶  グランドゴルフ、還暦野球、毎朝30分のウォーキング。
❷ 焼き物に挑戦したい。
❸  道路ののり面や荒廃農地から雑草の種子が飛んできて困って
いる。

❹  農家の高齢化が進み、芝組合が維持できない。
　  三十代、四十代の結婚問題に取り組んでほしい。
❺  議会だよりはよく見ている。わかりやすく、良い編集。顔写
真もあって見出しもいい。

❶ 音楽鑑賞と読書。
❷  スポーツで健康づ
くり。

❹  天神橋からお台場
までの松林沿いに
遊歩道を造り、コ
ナンウォークと銘
打ってウォーキン
グで町おこしをし
たらどうか。

❺  議会報告会で住民
の生の声を年２回
は 聞いてほしい。

60歳代男性
（西高尾：農業）

磯江悦
えつ

志
し

さん

70歳代
（みどり１区）

❶ グランドゴルフと大正琴。
❸  脳梗塞を経験しているので体が心配。
❹  近くに買い物ができるところがないので、
バスがあったら助かる。

❺  発言しない議員がいる。議員は、しっかり
発言できる人が良い。

❸  東園浜から、９号線に出る農道の両肩に砂が
溜まっていて車がすれ違いできない。

❹  良くやってもらっているが、働けるところを
つくってほしい。地元の農産物を使ったグル
メづくりでまちづくりをしてはどうか。

❺  議員の数を10人くらいに減らし、報酬も減
らすべき。

松本徹
てつ

哉
や

さん
（弓原）

❶ 子どもたちが元気に育つこと。
❷  職場を変わり、子どもも新一年生にな
るので、ともに頑張りたい。

❸  光の当たらない人たちに十分な対応を
してほしい。

　　　❺ 議会の 質問に対する答えがわか
りにくい。インタビュー項目

子育て
世　代

てててて
代代代

ち
ょ
っ
と　

　
聞
か
せ
て

ち
ょ
っ
と　

　

聞
か
せ
て 高齢者高齢者

坂根万
ま

里
り

さん 浩
こう

二
じ

さん

叶
かな

流
る

さん（曲）

❶（叶流さん）サッカー
❷（叶流さん）かけっこ　（万里さん）新しい職場でがんばりたい！
　❸ 身近に子どもたちが安全に遊べる場所がない。
　　❹ 共働きの親が多いので、子育てしやすい環境整備を。
　　　❺  子育て世代が住みよいまちづくりに向けて、

活動を期待しています。

砂が

❶
❷

❸
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らし 学び学び学び学 働働く北く北栄町栄町

まちかど
　アポなし

安
全
な
遊
び
場
を
！

健
康
が
い
ち
ば
ん
！



農
業
は
ま
か
せ
ろ
！

後
継
者
育
成
を
！

北栄町議会は、みなさんの活躍を応援します！！

❶  仕事ですかね？未来の経営者となるために、漠然
とした想い、夢をカタチにしたい。

❹ ・ 学童保育の充実。（高学年も受け入れてほしい。
休み期間の大学生などを先生にアルバイト採用
してはどうか。）

　・町の防災対策を充実してほしい。
❺・ 北栄町を２分化するような、北条だ、大栄だと
いう発言はやめてほしい。

　・ 次世代を担う子どもたちの姿、学校生活を温か
く見守ってほしい。

　　　商工業振興について
商工業の後継者に元気がない。交流会などの機会を
つくり、資質向上の支援をお願いします。

質問

❶  町の景気が良くなることを
望みたい。

　  学力のことが取り上げられ
て心配だか、子どもが元気
よく学校に行って欲しい。

❸  ふるさと館の場所を聞きに
来られたり、食事場所を尋
ねられるが説明しにくい。
観光看板を増やすなどの対
応を。

❺  議会だよりは、わかりやす
い。議会放映では、真剣勝
負を感じない。あいまいに
終わることも感じる。

　　　商工業振興について
町の活性化は後継者の元気が第
一なので、体制づくりを。

質問

❶ 仕事と景気のことで頭がいっぱい。
❷  異業種に挑戦してみたい。違う分野への参
入も考えたい。

❸  景気が悪く、会社経営が大変。若手の人材
がなくては、これからは続かない。

❺  町の活性化に向けた議論を期待。お金をか
けずに人が集まる工夫を。

　　　商工業振興について
・コナンの売りがあるのに、活用されていない。
・商工会青年部の部員が減っている。若手が集
まり、元気を発信していくことが必要。

質問

浜坂貴
たか

裕
ひろ

さん
（由良宿）

山下　健
けん

さん
（亀谷）酪農

浜坂良
よし

男
お

さん（由良宿） 浜坂貴
た

（由良

杉本洋
よう

平
へい

さん
（西高尾）
肉牛肥育

松本製作所

松本晴
はる

樹
き

さん（下神）

山田石油

山田英
ひで

明
あき

さん（北尾）

栄和工機

浦川省
しょう

二
じ

さん（弓原浜）

中原　篤
あつし

さん
（大谷）

事業者事事事事

ち
ょ
っ
と　

　

聞
か
せ
て 農業者者者者者

ち
ょ
っ
と　

　
聞
か
せ
て

竹信慶
よし

一
かず

さん
（下種）
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❸  自宅前の県道に歩道がな
く、子どもの通学に不安
なので歩道がほしい。

❹  酪農の町有牛制度には感
謝している。これまでの
品種改良への貢献度は高
い。また、栄保育所の園
庭が広くて好評。Ｕター
ン組の友人が高く評価し
ている。

スイカ50ａ
メロン50ａ
ブロッコリー60ａ他 

❶  雇用を活かした農
業をしたい。

❷  妹の夫と共に、農
業の規模を拡大し
たい。また、災害
ボランティアに行
き、農業分野で貢
献したい。

❸  ６月に農業の雇用
事業に取り組みた
いが、制度が複雑。

❹  ハウスを建てる際
に補助金が活用で
き、感謝している。

❷  中央農協肉牛肥育部の役員に
なったので、肥育部が一つに
なるよう頑張りたい。組織の
再編も視野に入れた取り組み
にしたい。

❸  牛（子牛）が不足しているが
高くて買えない。もう少し儲
かるようにした

 　い。

　　　
最近の一番大きな
買い物は？
牛（子牛）です。

質問

❸   周りの農家組織をまきこんで、面白
いことにチャレンジしたい。息子に
経営の事を少しずつバトンタッチし
たい。

❹  災害時のシュミレーションをして自
治会単位での訓練をもっとやるべき。

❺   議会報告会は、どんどんすべき。宣
伝の仕方で参加者は増えるのではな
いか。

スイカ1.4ha　ユリ0.7ha

❶ 地震について興味がある。
❷  経営のことを少しずつ考えていきたい。
❸  困っているという訳ではないが、結婚に
ついて。結婚してから妻と一緒に農業す
ることは条件ではない。本人（妻）次第。

スイカ1.2ha
ストック・ユリ

❶  土づくりと山の整備を兼ね
て、竹パウダーを作って肥
料化に取り組んでみたい。

　　　❹  子どもが４人で、上
の子が小学校２年
生。大谷保育所は近
くて助かっている。

突然のインタビューに快く応じていただき、ありがとうございました。
みなさんからの「町政に望むこと」「議会への要望」は今後の議会活動に活かし、

より暮らしやすいまちづくりに全力投球します。

❶ 興味があることは？
❷ 今年ぜひやってみたいことは？
❸ 今、困っていることは？
❹ 町政に望むことは？
❺ 議会にひとこと！

インタビュー項目


